








イ コ ノ ク ラ ス ム
像破壊論争（826 〜 943 年）以降の中期ビザンティン期（9 〜 12 世紀）のも
のである。この時期になって初めて、ビザンティン帝国はローマ美術や初期キリスト教美術の影
響を脱却し、ビザンティン独自の絵画様式や聖堂装飾プログラムを形成していく。ビザンティン




観察できるのはイタリア・ルネサンスの遠因となったマケドニア朝（9 世紀〜 11 世紀中葉）の
貴重な作例である。














菅原 裕文 (金沢大学准教授 )
第二十四回研究会（2018.01.20）
—美術史研究におけるヴァーチャル・リアリティー・モデルの可能性—
［発表要旨］
146
VR モデルはこれまで専ら研究成果の発表手段として用いられてきたが、報告者は聖堂の構造、
各部の形状、測量値、図柄、図像の配置、色彩が正確に再現される VR の長所に着目して一次資
料、換言すれば研究手段として活用する。その上で、美術史・建築史・考古学の複眼的な観点から、
混乱が見られたカッパドキア岩窟聖堂の編年を精緻化し、新たに統一的な編年を構築することを
目的とする。以下 3 項目を編年構築のための補足的な目的とする。a）基準作例の聖堂を選定し、
建築部位・意匠のセリエーションを構築する。b）聖堂各部の比率を算出してカノンの有無を探る。
c）建築部位と図像・装飾の組み合わせの傾向を年代別に整理する。従来の絵画様式による年代
比定では、制作年が特定できない聖堂について半世紀単位の編年設定が限界だった。報告者は上
記の考古学・建築史・美術史の観点を加味して、四半期単位にまで編年の精度を高めることこと
が見込まれるだろう。
